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(54)【発明の名称】 液晶表示装置およびその製造方法

(57)【要約】
【課題】シール材として光硬化性樹脂組成物を用い、液
晶の注入に時間がかからず、２枚の基板の位置ずれおよ
びギャップバラツキが非常に小さく、また液晶汚染やゴ
ミ混入が無く、電極基板上の配向膜に損傷を与えずに作
られた、液晶の配向特性が良好な新規な高信頼性液晶表
示装置およびその製造方法の提供。
【解決手段】対向する２枚の配向膜付き電極基板の少な
くとも一方に光硬化性シール材を配置し、いずれかの電
極基板にスペーサを散布し固定させた後、シール材を配
置した電極基板に液晶を必要量滴下し、真空中で上記２
枚の電極基板を重ね合わせた後に、常圧でシール材に波
長３５０ｎｍ以上の光を照射して貼り合わせる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  対向する２枚の配向膜付き電極基板の少
なくとも一方に光硬化性シール材を配置し、いずれかの
電極基板にスペーサを散布し固定させた後、シール材を
配置した電極基板に液晶を必要量滴下し、真空中で上記
２枚の電極基板を重ね合わせた後に、常圧でシール材に
波長３５０ｎｍ以上の光を照射して貼り合わせることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  シール材として、２５℃の粘度が４０～
１００Ｐａ・ｓのラジカル重合型光硬化性樹脂組成物を
塗布し、光源として波長３５０ｎｍ～７８０ｎｍの光を
照射してシール材を硬化させることを特徴とする請求項
１記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項３】  シール材であるラジカル重合型光硬化性
樹脂組成物として、アクリル系光硬化性樹脂組成物を塗
布し、配向膜面をマスク材で光遮断し、紫外光を照射し
て、シール材を光硬化させることを特徴とする請求項２
記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項４】  シール材であるラジカル重合型光硬化性
樹脂組成物として、アクリル系光硬化性樹脂組成物を塗
布し、カットフィルター（波長３５０ｎｍ以下の光を遮
断するためのもの）を通した紫外光を照射して、シール
材を光硬化させることを特徴とする請求項２記載の液晶
表示装置の製造方法。
【請求項５】  シール材であるラジカル重合型光硬化性
樹脂組成物として、エン／チオール系光硬化性樹脂組成
物を塗布し、配向膜面をマスク材で光遮断し、紫外光を
照射して、シール材を光硬化させることを特徴とする請
求項２記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項６】  シール材であるラジカル重合型光硬化性
樹脂組成物として、エン／チオール系光硬化性樹脂組成
物を塗布し、カットフィルター（波長３５０ｎｍ以下の
光を遮断するためのもの）を通した紫外光を照射して、
シール材を光硬化させることを特徴とする請求項２記載
の液晶表示装置の製造方法。
【請求項７】  シール材であるラジカル重合型光硬化性
樹脂組成物として、アクリル系およびエン／チオール系
混合光硬化性樹脂組成物を塗布し、配向膜面をマスク材
で光遮断し、紫外光を照射して、シール材を光硬化させ
ることを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置の製造
方法。
【請求項８】  シール材であるラジカル重合型光硬化性
樹脂組成物として、アクリル系およびエン／チオール系
混合光硬化性樹脂組成物を塗布し、カットフィルター
（波長３５０ｎｍ以下の光を遮断するためのもの）を通
した紫外光を照射して、シール材を光硬化させることを
特徴とする請求項２記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項９】  シール材であるラジカル重合型光硬化性
樹脂組成物として、接着促進剤を配合したアクリル系光
硬化性樹脂組成物を塗布し、配向膜面をマスク材で光遮
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断し、紫外光を照射して、シール材を光硬化させること
を特徴とする請求項２記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項１０】  シール材であるラジカル重合型光硬化
性樹脂組成物として、接着促進剤を配合したアクリル系
光硬化性樹脂組成物を塗布し、カットフィルター（波長
３５０ｎｍ以下の光を遮断するためのもの）を通した紫
外光を照射して、シール材を光硬化させることを特徴と
する請求項２記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項１１】  シール材であるラジカル重合型光硬化
性樹脂組成物として、接着促進剤を配合したエン／チオ
ール系光硬化性樹脂組成物を塗布し、配向膜面をマスク
材で光遮断し、紫外光を照射して、シール材を光硬化さ
せることを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置の製
造方法。
【請求項１２】  シール材であるラジカル重合型光硬化
性樹脂組成物として、接着促進剤を配合したエン／チオ
ール系光硬化性樹脂組成物を塗布し、カットフィルター
（波長３５０ｎｍ以下の光を遮断するためのもの）を通
した紫外光を照射して、シール材を光硬化させることを
特徴とする請求項２記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項１３】  シール材であるラジカル重合型光硬化
性樹脂組成物として、接着促進剤を配合したアクリル系
およびエン／チオール系混合光硬化性樹脂組成物を塗布
し、配向膜面をマスク材で光遮断し、紫外光を照射し
て、シール材を光硬化させることを特徴とする請求項２
記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項１４】  シール材であるラジカル重合型光硬化
性樹脂組成物として、接着促進剤を配合したアクリル系
およびエン／チオール系混合光硬化性樹脂組成物を塗布
し、カットフィルター（波長３５０ｎｍ以下の光を遮断
するためのもの）を通した紫外光を照射して、シール材
を光硬化させることを特徴とする請求項２記載の液晶表
示装置の製造方法。
【請求項１５】  対向する２枚の配向膜付き電極基板に
おいて、一方に薄膜トランジスター（ＴＦＴ）およびカ
ラーフィルターが付いていて、他方に透明導電膜が付い
ていることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項１６】  シール材として、２５℃の粘度が４０
～１００Ｐａ・ｓのラジカル重合型光硬化性樹脂組成物
を塗布し、光源として波長３５０ｎｍ～７８０ｎｍの光
を照射してシール材を硬化させることを特徴とする請求
項１５記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項１７】  シール材であるラジカル重合型光硬化
性樹脂組成物として、アクリル系光硬化性樹脂組成物を
塗布し、配向膜面をマスク材で光遮断し、紫外光を照射
して、シール材を光硬化させることを特徴とする請求項
１５記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項１８】  シール材であるラジカル重合型光硬化
性樹脂組成物として、アクリル系光硬化性樹脂組成物を
塗布し、カットフィルター（波長３５０ｎｍ以下の光を
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遮断するためのもの）を通した紫外光を照射して、シー
ル材を光硬化させることを特徴とする請求項１５記載の
液晶表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、薄型、軽量、低消
費電力ディスプレイとして用いられている液晶表示装置
およびその製造方法に関するものである。
【０００２】 *
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*【従来の技術】近年、液晶表示装置は、薄型、軽量、低
消費電力ディスプレイとして、各方面で使われており、
今後一層利用度が増す状況にある。
【０００３】液晶表示装置の製造は、従来から、表１の
熱硬化型シール材を用いた工程で、長時間を要するもの
である。
【０００４】
【表１】

【０００５】現在、表１の光硬化型シール材を用いた短
時間工程に改良しようとする試みがなされているところ
である。特に、表１の右に示すように、光硬化型シール
材を用いて液晶共存下で封止する短時間工程が期待され
ている。
【０００６】液晶表示装置を製造する方法としては、従
来から、次のような方法が提案されている。
【０００７】（１）図１（ａ），（ｂ）に示すように、
最内側に配向膜１（材質はポリイミドが主流）が付いた
対向する２枚の配向膜付き電極基板２を加圧した状態
で、スペーサー３により一定の間隔を保ちながら、熱硬
化型エポキシ系シール材４を硬化し接着固定し作られた
容器に、液晶５をシール部にあらかじめ設けられた液晶
注入口６を通して真空あるいは加圧により注入し、液晶
５が漏れ出ないように液晶注入口６を熱硬化型エポキシ
樹脂あるいは紫外線硬化型アクリル樹脂からなる封止材
７を用いて封止する方法。
【０００８】（２）上記（１）において、シール材４と
して紫外線硬化型エポキシ樹脂あるいは紫外線硬化型ア

クリル樹脂、封止材７として紫外線硬化型アクリル樹脂
を用いる方法。
【０００９】（３）図２（ａ）～（ｄ）に示すように対
向する２枚の配向膜付き電極基板８，９の少なくとも片
方にシール材１０を配置し、電極基板８に液晶１２を一
定量滴下し、２枚の電極基板８，９を真空中で貼り合わ
せる方法。
【００１０】（４）図３（ａ）～（ｅ）に示すように対
向する２枚の配向膜付き電極基板１３，１４の少なくと
も片方にあらかじめ液晶排出口１５を設けたシール材１
６を配置し、電極基板１３上に液晶１８を必要量以上滴
下し、上記２枚の電極基板を真空中で貼り合わせ、余分
の液晶を排出し、液晶排出口１５を封止材１９を用いて
封止する方法。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記
（１）および（２）の方法では、注入口が液晶と接触す
るため、液晶汚染やゴミ混入により、表示パネルにトラ
ブルが発生しやすい。また、液晶注入に長時間を要する
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欠点がある。
【００１２】また、上記（３）および（４）の方法で
は、特開昭62－89025号公報および特開平6－235925号公
報に示されているように、上記（１）および（２）の方
法の課題の対策は十分されているが、シール材について
は、殆ど言及していない。シール材としては、液晶表示
装置の生産性、２枚の基板の位置ずれおよびギャップバ
ラツキを良くする点から、熱硬化型樹脂に比べ紫外線硬
化型樹脂が有効である。
【００１３】しかし、いずれのシール材を用いても、シ
ール材の２５℃の粘度が低すぎてシール材が液晶側に流
れて目標とする表示画面が得られなかったり、２５℃の
粘度が高すぎてギャップ出しが不十分になるという大き
な課題が有り、さらに、シール材として紫外線硬化型樹
脂を用いると、硬化の時に紫外光の照射を受けた液晶表
示装置の電極基板上の配向膜が損傷を受け、液晶の配向
特性が損なわれるという大きな課題があった。
【００１４】本発明は、上述したような課題を解決すべ
くなされたものであり、液晶の注入に時間がかからず、
２枚の基板の位置ずれおよびギャップバラツキが非常に
小さく、また液晶汚染やゴミ混入が無く、表示画面やギ
ャップ出しが充分で、電極基板上の配向膜に損傷を与え
ずに作られた、液晶の配向特性が良好で新規な高信頼性
液晶表示装置およびその製造方法を提供することを目的
とするものである。
【００１５】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、本発明者らが鋭意検討を重ねた結果、上記（３）の
図２（ａ）～（ｄ）に示すように、対向する２枚の配向
膜付き電極基板８，９の少なくとも片方にシール材１０
を配置し、電極基板８に液晶１２を必要量滴下し、２枚
の電極基板８，９を真空中で貼り合わせる時に、シール
材１０として２５℃の粘度が４０～１００Ｐａ・ｓでラ
ジカル重合型のアクリル系光硬化性樹脂組成物および／
またはエン／チオール系光硬化性樹脂組成物を用い、波
長３５０ｎｍ～７８０ｎｍの光を照射するか、または配
向膜面をマスク材で光遮断し波長制限しない紫外光を照
射して硬化して接着固定することによって、上記課題を
満たす液晶表示装置が得られ、本発明に到達した。
【００１６】配向膜付き電極基板８，９の間の接着性を
上げるためには、シール材１０である上記組成物に接着
促進剤を配置することで達成できる。
【００１７】本発明で用いる光源としては、波長７８０
ｎｍ以下の可視光および紫外光を多量に発生する水銀ラ
ンプ，キセノンランプ，メタルハライドランプ等が有用
である。これらの光源から発生する光線は、液晶表示素
子を必要以上に加熱したり、液晶を光劣化させる恐れが
ある。
【００１８】上記組成物の光硬化の際、光線が組成物の
みに当たるように工夫する。照射時間は一般に０．１～
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５分である。すなわち、０．１分より短いと光硬化性が
不十分となり、接着性が劣り、５分より長いと非生産的
で不都合となる。
【００１９】ここで、上記光源からの光の波長が３５０
ｎｍ以下の短波長光では配向膜が損傷を受け、７８０ｎ
ｍ以上の長波長光では硬化反応が遅くて非生産的である
ために、波長が３５０ｎｍ～７８０ｎｍの光が良い。
【００２０】照射方法としては、カットフィルター（波
長３５０ｎｍ以下の光を遮断するためのもの）を通した
紫外光を照射する。なお、電極基板上の配向膜面を黒く
塗装した金属板等のマスク材で光遮断して上記組成物を
硬化させ、上記２枚の配向膜付き電極基板を接着固定す
る場合は、カットフィルターを通さず、直接に紫外光を
利用できる。
【００２１】また、対向する２枚の配向膜付き電極基
板、すなわち、薄膜トランジスター（ＴＦＴ）およびカ
ラーフィルター付き基板および透明導電膜付き基板の少
なくとも一方にシール材を配置し、いずれかの電極基板
にスペーサを散布し固定させた後、シール材を配置した
電極基板に液晶を必要量滴下し、真空中で上記２枚の電
極基板を貼り合わせて液晶表示装置を作ることもでき
る。
【００２２】また、本発明でシール材として用いる、２
５℃の粘度が４０～１００Ｐａ・ｓでラジカル重合型の
アクリル系光硬化性樹脂組成物は、（メタ）アクリル系
樹脂に光増感剤を加えたものを基本とし、これに必要に
応じて特性改良の目的で接着促進剤（シラン系カップリ
ング剤など）、充填剤などを加えたものである。
【００２３】上記シール材の２５℃における粘度が４０
Ｐａ・ｓより低いとシール材が液晶側に流れて目標とす
る表示画面が得られず、２５℃の粘度が１００Ｐａ・ｓ
より高いとギャップ出しが不十分で表示むらが発生する
ので、２５℃の粘度が４０～１００Ｐａ・ｓのシール材
が有効である（ただし、液晶の２５℃における粘度は
０．００１～０．１Ｐａ・ｓ）。
【００２４】（メタ）アクリル系樹脂は１分子中に（メ
タ）アクリル基を１個以上含み、ラジカル重合によって
高速度で硬化するものなら特に限定は無い。
【００２５】ただし、防湿性、接着性、液晶との不相溶
性などを良くするために、（メタ）アクリル系樹脂の分
子骨格はポリエステル、ポリエーテル、炭化水素、シリ
コーンなどが良い。
【００２６】（メタ）アクリル系樹脂としては、分子骨
格の両末端に（メタ）アクリル基を付けたもの、例え
ば、アジピン酸とエチレングリコールから得られるポリ
エステル、ポリエチレングリコール、ビスフェノールＡ
ジグリシジルエーテル、ポリ１、２ブタジエン、ポリジ
メチルシロキサンなどのジ（メタ）アクリレート、ヘキ
サンジオールジ（メタ）アクリレート、エチレングリコ
ールジ（メタ）アクリレート、ブタンジオールジ（メ
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7
タ）アクリレートなどがある。
【００２７】また、粘度低下、ガラス転移温度の調整を
目的に、１分子中に（メタ）アクリル基を１個含む（メ
タ）アクリル化合物、例えば、２－エチルヘキシル（メ
タ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）ア
クリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、デシル
（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート
などを用いても良い。その他に、接着性向上を目的に２
－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレートを用いても良
い。
【００２８】本発明で用いる光増感剤は、可視から紫外
域の波長の光によって光分解または水素引き抜き反応を
起こしてラジカルを生じ、（メタ）アクリル基によるラ
ジカル重合を開始するなら特に限定は無い。
【００２９】光増感剤としては、例えば、ベンゾインイ
ソプロピルエーテル等のベンゾインエーテル類、２、２
－ジエトキシアセトフェノンなどのアセトフェノン類、
１－ハイドロオキシシクロヘキシルフェニルケトン、２
－ハイドロオキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン
－１－オン、ベンゾイン、ｐ－メトキシベンゾフェノン
などのベンゾフェノン類、チオキサントンなどのキサン
トン類、ｍ－クロルアセトフェノン、プロピオフェノ
ン、ベンジル、２－メチルアントラキノンなどのアント
ラキノン類、ベンジルジメチルケタールなどが有用であ
る。
【００３０】光増感剤の使用量は、（メタ）アクリル系
樹脂１００重量部に対し、０．０１～５重量部が好まし
い。０．０１重量部より少ないと上記のアクリル系樹脂
組成物の光硬化性が劣り、５重量部より多いと接着性が
低下する。
【００３１】接着促進剤としては、本発明に係る樹脂組
成物の接着特性を向上するもので、シラン系カップリン
グ剤、チタン系カップリング剤などのほかポリクロロプ
レン、ポリ１、４ブタジエン、スチレン・ブタジエン共
重合体、アクリロニトリル・スチレン・ブタジエン共重
合体、エチレン・プロピレン系ゴムなどのゴム類と（メ
タ）アクリル系樹脂とのグラフト共重合体などがある。
接着促進剤の使用量は、（メタ）アクリル系樹脂１００
重量部に対し、０．１～１０重量部が好ましい。０．１
重量部より少ないと接着促進効果が充分に現れない。ま
た、１０重量部より多いと上記アクリル系樹脂組成物中
の余剰の接着促進剤が液晶層へ流出し液晶の配向性など
の悪影響を与えるとともに、ガラス転移温度を低下させ
る。
【００３２】充填剤は、本発明に係る樹脂組成物の塗布
性を改良し、組成物の粘度や硬化物の熱膨張係数などを
調節し、液晶への溶解性を防ぐために、シリカ，アルミ
ナ，炭酸カルシウムなどが使用できる。充填剤の使用量
は、シール材の２５℃における粘度が４０～１００Ｐａ
・ｓを満たす範囲内で、（メタ）アクリル系樹脂１００
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重量部に対し、５～１００重量部が好ましい。５重量部
より少ないと効果が不充分であり、１００重量部より多
いと、上記アクリル系樹脂組成物の接着性が低下する。
【００３３】また、本発明で用いるエン／チオール系光
硬化性樹脂組成物は、ポリエン化合物およびポリチオー
ル化合物に光増感剤を加えたものを基本とし、これに必
要に応じて特性改良の目的で接着促進剤（シラン系カッ
プリング剤など）、充填剤などを加えたものである。
【００３４】ポリエン化合物は、１分子中に炭素－炭素
不飽和二重結合（Ｃ＝Ｃ）を２個以上含み、ポリチオー
ル化合物も１分子中にメルカプト基（－ＳＨ）を２個以
上含むもので、両者がラジカル重合によって高速度で硬
化するものなら、両者の化合物に特に限定は無い。ポリ
エン化合物としては、ジビニルベンゼン、ジビニルトル
エン、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソシアヌ
レート、テトラアリロキシエタン、トリメチロールプロ
パンジアリルエーテル、トリメチロールプロパントリア
リルエーテル、ペンタエリスリトールジアリルエーテ
ル、ペンタエリスリトールトリアリルエーテル、ペンタ
エリスリトールテトラアリルエーテル、エチレングリコ
ールジ（メタ）アリルエーテル、プロピレングリコール
ジ（メタ）アリルエーテル、ブチレングリコールジ（メ
タ）アリルエーテル、ポリエチレングリコールジ（メ
タ）アリルエーテル、ポリプロピレングリコールジ（メ
タ）アリルエーテル、ポリブチレングリコールジ（メ
タ）アリルエーテル、エチレンオキサイドとプロピレン
オキサイドのブロック又はランダムコポリマーであるグ
リコールのジ（メタ）アリルエーテル、エチレンオキサ
イドとテトラヒドロフランのブロック又はランダムコポ
リマーであるグリコールのジ（メタ）アリルエーテル、
ビスフェノールＡのジ（メタ）アリルエーテル、（ポ
リ）エチレンオキサイド変性ビスフェノールＡのジ（メ
タ）アリルエーテル，（ポリ）プロピレンオキサイド変
性ビスフェノールＡのジ（メタ）アリルエーテルなどが
上げられるが、これに限定されるものではない。また、
これらの２種以上の混合物を使用しても良い。
【００３５】ポリチオール化合物としては、ジグリコー
ルジメルカプタン、トリグリコールジメルカプタン、テ
トラグリコールジメルカプタン、チオジグリコールジメ
ルカプタン、チオトリグリコールジメルカプタン、チオ
テトラグリコールジメルカプタンなどの他に、過剰の上
記ポリチオール化合物のメルカプト基と次のようなポリ
エポキシド化合物のエポキシ基を反応させて得たポリチ
オール化合物などが上げられるが、これらに限定される
ものではない。また、これらの２種以上の混合物を使用
しても良い。
【００３６】ポリエポキシド化合物の例としては、ビス
フェノールＡ型エポキシド、エチレングリコールジグリ
シジルエーテル、ポリエチレングリコールジグリシジル
エーテル、プロピレングリコールジグリシジルエーテ
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ル、ポリプロピレングリコールジグリシジルエーテル、
ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテル、１、６
－ヘキサンジオールジグリシジルエーテル、グリセロー
ルジグリシジルエーテル、グリセロールトリグリシジル
エーテル、トリメチロールプロパンジグリシジルエーテ
ル、トリメチロールプロパントリグリシジルエーテル、
ジグリセロールポリグリシジルエーテル、ビスフェノー
ルＳ型エポキシド、ビスフェノールＦ型エポキシド、水
添ビスフェノールＡ型エポキシドなどが上げられるが、
これらに限定されるものではない。また、これらの２種
以上の混合物を使用しても良い。
【００３７】本発明組成物に用いられるポリエン化合物
とポリチオール化合物との配合割合は、ポリエンの炭素
－炭素不飽和二重結合とポリチオールのメルカプト基の
モル比で決まり、その比は１：１．５～１．５：１であ
り、好ましくは１：１．２～１．２：１、最も好ましく
はほぼ１：１である。ポリエン化合物とポリチオール化
合物との配合割合が、上記の範囲外の場合は、硬化後に
異臭がしたり、硬化物の硬度が下がり過ぎ、著しい時に
は硬化しないなどの問題が生じることがある。本発明で
用いる光増感剤は、上記アクリル系光硬化性樹脂組成物
に用いられるもので良く、その使用量は、ポリエン化合
物およびポリチオール化合物の合計１００重量部に対
し、０．０１～５重量部が好ましい。０．０１重量部よ
り少ないと上記のエン／チオール系光硬化性樹脂組成物
の光硬化性が劣り、５重量部より多いと接着性が低下す
る。
【００３８】樹脂組成物の接着特性を向上する接着促進
剤としては、上記アクリル系光硬化性樹脂組成物に用い
られるものと同一で良く、シラン系カップリング剤、チ
タン系カップリング剤などのほか、ポリクロロプレン、
ポリ１、４ブタジエン、スチレン・ブタジエン共重合
体、アクリロニトリル・スチレン・ブタジエン共重合
体、エチレン・プロピレン系ゴムなどのゴム類と（メ
タ）アクリル系樹脂とのグラフト共重合体などがある。
接着促進剤の使用量は、ポリエン化合物およびポリチオ
ール化合物の合計１００重量部に対し、０．１～１０重
量部が好ましい。０．１重量部より少ないと接着促進効
果が充分に現れない。また、１０重量部より多いと上記
エン／チオール系樹脂組成物中の余剰の接着促進剤が液
晶層へ流出し液晶の配向性などに悪影響を与えるととも
に、ガラス転移温度を低下させる。
【００３９】樹脂組成物の塗布性を改良し、組成物の粘
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度や硬化物の熱膨張係数などを調節し、液晶への溶解性
を防ぐための充填剤も、上記アクリル系光硬化性樹脂組
成物に用いられるものと同一で良く、シリカ、アルミ
ナ、炭酸カルシウムなどが使用できる。充填剤の使用量
は、シール材の２５℃における粘度が４０～１００Ｐａ
・ｓを満たす範囲内で、ポリエン化合物およびポリチオ
ール化合物の合計１００重量部に対し、５～１００重量
部が好ましい。５重量部より少ないと効果が不充分であ
り、１００重量部より多いと、上記エン／チオール系樹
脂組成物の接着性が低下する。
【００４０】さらに、本発明の樹脂組成物には、必要に
応じて、消泡剤、レベリング剤、重合禁止剤などを添加
しても良い。
【００４１】以下、本発明の樹脂組成物を用いて液晶表
示装置を作る方法の一例を説明する。２枚の配向膜付き
電極基板のうちいずれか一方の基板の配向膜側の面上
に、本発明の樹脂組成物のシール材として、ロの字形の
パターンとなるように塗布する。塗布方法は、スクリー
ン印刷法が一般的であるが、ディスペンサーを用いて塗
布しても良い。
【００４２】シール材塗布基板のロの字形パターン中央
部に、必要な一定量の液晶を滴下する。
【００４３】これら２枚の基板を、それぞれの配向膜面
を内側にして、真空中で、スペーサを介して位置合わせ
を行ない、常圧にもどしつつ基板間のギャップを所望の
間隔に調整する。
【００４４】次に、本発明の方法であるが、位置合わせ
およびギャップ出しが終わった状態で、上記樹脂組成物
に、所定波長領域（３５０ｎｍ～７８０ｎｍ）の光を照
射するか、または配向膜面のみをマスク材で光遮断して
紫外光を照射することにより、上記樹脂組成物を硬化さ
せ、２枚の基板を接着固定し貼り合わせて、液晶表示装
置を作る。
【００４５】
【発明の実施の形態】以下、本発明を実施例に基づき詳
細に説明するが、本発明はこれに限定されるものではな
い。
【００４６】２枚の配向膜付き電極基板の接着固定に用
いたシール材の光硬化性樹脂組成物の組成と組成Ｎｏ．
を表２に示した。
【００４７】
【表２】
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【００４８】ここで、組成Ｎｏ．１～Ｎｏ．６はアクリ
ル系ラジカル重合型光硬化性樹脂組成物、組成Ｎｏ．７
～Ｎｏ．１２はエン／チオール系ラジカル重合型光硬化
性樹脂組成物、組成Ｎｏ．１３～Ｎｏ．１５はアクリル
系ラジカル重合型光硬化性樹脂組成物であるが２５℃の
粘度が発明範囲を外れる組成物をそれぞれ示す。ただ
し、粘度は回転粘度計で測定した。
【００４９】上記樹脂組成物（シール材）を、図２に示
すように、ディスペンサーを用いて一方の配向膜付き電
極基板８上にロの字形パターン１０となるように塗布
し、パターン中央部に、必要量の液晶１２を滴下する。
他方の配向膜付き電極基板９上の画面領域に６．５μｍ
径のビーズ状スペーサー１１を散布する。
【００５０】これら２枚の電極基板を、それぞれの配向
膜面を内側にして、真空中でスペーサーを介して位置合
わせを行い、常圧にもどしつつ基板間のギャップを所望
の間隔に調整する。
【００５１】次に、本発明の方法であるが、位置合わせ
およびギャップ出しが終わった状態で、図４および図５
に示すように、所定の条件で光を照射してシール材２２
および２９を硬化させた。
【００５２】すなわち、図４は、本発明の波長３５０ｎ
ｍ以下の光を遮断するためのカットフィルター２５とし
て色ガラスフィルターＵＶ－３５（東芝硝子社製）を用
い、高圧水銀灯の光源２６からの光を波長制限して照射
し、上記樹脂組成物を光硬化する方法を示す。また、図
５は、本発明のマスク材３２として、厚みがほぼ２ｍｍ
の黒く塗装した金属アルミニウム板を用い、配向膜面を
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光遮断して、高圧水銀灯の光源３３からの光を波長制限
しないで全照射し、上記樹脂組成物を光硬化する方法を
示す。
【００５３】上記のように硬化させて得られた液晶表示
装置３５について、特性として表示画面が良好か否かを
目視で観察する。
【００５４】次に、上記で得られた液晶表示装置３５の
ポリイミド系配向膜３４による配向特性の評価法を図６
に示した。
【００５５】すなわち、２枚の偏光板３９の偏光方向を
互いに直交させて、液晶表示装置３５をそれらの間に挟
み、片側を光４０の方向に向けて、他方から眼４１で目
視する。
【００５６】配向乱れが無く光が均一に見える時には、
液晶表示装置３５の配向膜３４に損傷が無く、配向特性
が良好であることを示す。
【００５７】一方、光が不均一に見える時には、配向膜
３４が損傷を受け、配向特性が不良であることを示す。
他の特性としては、接着性を求めた。シール材の剥離の
有無を目視で観察し、剥離が見られない液晶表示装置は
接着性が良好、剥離が見えるものは接着性が不良である
ことを示す。
【００５８】なお、液晶表示装置の配向特性および接着
性は、ともに、初期だけでなく、高温放置試験（６０
℃、１０００時間）および高温高湿試験（７０℃、９５
％ＲＨ、５００時間）の信頼性試験も行った。
【００５９】表２の組成の光硬化性樹脂組成物（シール
材）を用いて、硬化条件を変え、液晶表示装置の上記特
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性を検討した。結果を表３に示した。
【００６０】 *

14
*【表３】

【００６１】ここで、例えば、実施例Ｎｏ．１は、表２
のＮｏ．１～Ｎｏ．６までの６種類の樹脂組成物を別々
に、カットフィルタ有り、且つ光照射条件１００ｍＷ／
cm2（波長３６５ｎｍ）×９０秒で作った６種類の液晶
表示装置すべてを示し、表３で実施例Ｎｏ．１の特性が
○になっているのは、上記６種類の液晶表示装置すべて
の特性が良好であることを示すものである。
【００６２】表３から、実施例Ｎｏ．１～Ｎｏ．６は、
光硬化前の樹脂組成物の２５℃における粘度が発明範囲
を満たすために、液晶表示装置の表示画面が良好であ
り、また、光硬化時に本発明のカットフィルターまたは
マスク材があるため、光照射条件によらず、液晶表示装
置の配向特性および接着性が初期、信頼性試験後ともに
良好であることがわかる。
【００６３】一方、比較例Ｎｏ．７～Ｎｏ．１２は、光
硬化前の樹脂組成物の２５℃における粘度が発明範囲を
満たすために、液晶表示装置の表示画面は良好であり、
また、光硬化時に本発明のカットフィルターおよびマス
ク材のいずれも無いため、液晶表示装置の接着性は良好
であるが、配向特性が初期から不良であることがわか
る。
【００６４】また、比較例Ｎｏ．１３～Ｎｏ．１５は、
光硬化時に本発明のカットフィルターがあるため、液晶
表示装置の配向特性および接着性が初期、信頼性試験後
ともに良好であるが、光硬化前の樹脂組成物の２５℃に
おける粘度が発明範囲を外れるために、液晶表示装置の
表示画面が不良であることがわかる。
【００６５】さらに、検討を進め、表３の実施例Ｎｏ．*

*１～Ｎｏ．６の液晶表示装置は、上記以外の電気特性等
の必要特性もすべて初期、信頼性試験後ともに良好であ
ることが明らかになった。
【００６６】また、液晶表示装置のギャップ精度および
位置精度は、熱硬化型エポキシ系シール材を用いた図１
の方法（従来法）では、それぞれ、（６．５±０．５）
μｍ、６．０μｍであるが、本発明の方法（表３の実施
例Ｎｏ．１～Ｎｏ．６）では、それぞれ、（６．５±
０．２）μｍ、２．０μｍであり、精度が向上している
ことがわかる。
【００６７】また、一方に薄膜トランジスター（ＴＦ
Ｔ）およびカラーフィルターが付いている配向膜付き電
極基板と他方に透明導電膜が付いている配向膜付き電極
基板が配向膜面を内側に対向する液晶表示装置は、本発
明の方法（表３の実施例Ｎｏ．１～Ｎｏ．６）で、透明
導電膜側から光を照射して作り得ることが明らかになっ
た。
【００６８】
【発明の効果】以上説明したように、本発明は従来技術
の欠点を解決したものであり、本発明の液晶表示装置
は、液晶の注入に時間がかからず、２枚の基板の位置ず
れおよびギャップバラツキが非常に小さく、また液晶汚
染やゴミ混入が無く、電極基板上の配向膜に損傷を与え
ずに作られ、液晶の配向特性も良好であった。本発明を
適用することによって、安価で高信頼性の液晶表示装置
の製造が可能となった。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来発明に関する液晶表示装置の概略図であ
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る。
【図２】本発明に係る液晶表示装置の概略図である。
【図３】従来発明に関する液晶表示装置の概略図であ
る。
【図４】本発明に係る樹脂組成物硬化方法を示す図であ
る。
【図５】本発明に係る樹脂組成物硬化方法を示す図であ
る。
【図６】本発明に係る液晶表示装置の配向特性の評価法
を示す図である。 *

16
*【符号の説明】
１，２０，２７，３４…配向膜、２，８，９，１３，１
４…配向膜付き電極基板、３，１１，１７，２３，３
０，３７…スペーサー、４…熱硬化型エポキシ系シール
材、５，１２，１８，２４，３１，３８…液晶、６…液
晶注入口、７，１９…封止材、１０，１６，２２，２
９，３６…シール材、１５…液晶排出口、２１，２８，
３５…液晶表示装置、２５…カットフィルター、２６，
３３…光源、３２…マスク材、３９…偏光板（２枚）、
４０…光（可視光等）、４１…眼。

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】
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